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i5-7200U CPU@2.50GHｚ2.71Ghz 使用言語：Java 
 
5 実験結果 












 図 1 愛知県の結果    図 2 鳥取県の結果  
 
6 おわりに 
本研究では事故などによる遅延が発生した際、いままで研
究されていなかった拠点での置き配を利用した手法の有
効性を検討した。実装の際は遷移過程を確認でき、実装や
改良が容易なためタブー探索法を用いた。その結果から、
今回の手法では配送地点が比較的均等に散らばっており、
遅延時間が一定以上場合基本的に有効であるということ
が分かった。今後の課題として配送ルートをより正確に設
定し最適化を行う必要があると考える。 
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